
香りで覚えて、

香りで帰ってくる。

富士宮・酒蔵の香りの旅
嗅ぐことを主役にした、感覚体験ツアー

東洋大学 佐野ゼミ Dチーム



若者に

酒蔵に行く

理由がない課題

飲むことが前提の場が多く

未成年やお酒が飲めない人は入りにくい

試飲中心の体験では、関心が生まれにくい

酒蔵の魅力や背景が伝わりきっていない

選択肢が少なく、きっかけも見つけにくい選択肢が少なく、きっかけも見つけにくい



https://www.sankei.com/article/20250112-WLXHROTLPZOXBKL34QCSXDY3ZU/



香りの旅の出発点は

富士山の湧き水









参加者の声から生まれる「共創型」の宿泊プランへ

再訪の仕掛け①

• LINEの通知の中で、参加者の
声から生まれた体験と日帰り
では味わえない「朝の香り・
夜の香り」も体感できる宿泊
プランへとご案内

• 日帰りツアー終了後、LINE公
式アカウントでアンケートを
配信し実施。

• 「次回、どんな香りの体験や
企画があったら楽しそう？」
という参加者のリアルな声を
募集する。

• 集まった回答の中から実現でき
そうなものをピックアップし、
実際にツアーとして企画化

• LINEで一斉通知することで、
 自分の案が採用された人→「自
分の案が形になってる！！」と
いう驚きと特別感

 他の回答した人→「この体験面
白そう！！」という新たな興味

①アンケートによるアイディアの回

収

②自分のアイディアが形になる ③日帰りから宿泊へのステップアッ

プ



再訪の仕掛け②

仕掛け：蔵の人との「また来るね」の約束

・日帰りツアーの最後に蔵の人やスタッフと「また来ます！！」と直接言葉を交わす。

・後日、公式LINEから「この前の体験した季節とは、また違う新しい香りになってきま

した、ぜひ来てください！！」と蔵人からの温かいメッセージを通知。

蔵の人とまた会う約束



快適・効率的に移動

4,000~5,000円 負担を軽減



実現性② 日帰り実施から宿泊へ

まずは一度、日帰りツアーとして実施します

参加者の声をもとに必要な改善を重ね、

継続的に楽しめる取り組みへ育てていきます

01
日帰りツアー実施

少人数で丁寧な体験を提供し、

反応や課題を把握します

02
参加者の声を収集・分析

感想や要望を整理し、

需要の大きさと改善点を明確にします

03
役場の助言を反映

地域との連携や運営面の助言を受け、

実施フローを最適化します

04
宿泊へ

参加者の声を基に、日帰りツアー

とは違う体験を提供。



新しさ

再訪性

実現性
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